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冬季休業中の児童生徒の過ごし方
平成30年度

町の子どもたちが健康で事故のない楽しい冬休みを過ごすため、各学校
において以下のような指導を行っています。地域の皆さまにも、同内容を
ご理解いただき、子どもたちの生活指導についてご協力をお願いします。

※上記のほかに、各学校のきまりを家庭に配付しています。
町小中高生徒指導研究協議会・町青少年健全育成委員会・町教育委員会

家 庭 生 活 ・早寝、早起き、朝ごはんを心がけ、規則正しい生活をしましょう。・冬休みの宿題や２学期の復習、読書に計画的に取り組みましょう。

外 出 時 間 ・小学生は16時まで、中学生は18時まで、高校生は21時までとします。・ 上記以外の外出は、保護者または保護者の依頼を得た責任の持てる大人と同伴しましょう。

外 出・ 外 泊

・外出の際は、行き先、目的、同行者、帰宅時間を家の人に話してから出かけましょう。
・ 外出の際は、中学生・高校生は生徒手帳等か身分証明書を必ず携帯しましょう。
（健全育成委員・指導センター職員等に、生徒手帳等か身分証明書の提示を求められる場合が
あります）

・外泊は保護者がやむを得ないと認めた場合以外は禁止です。
・ 知らない人や不審な人から車に誘われたり、声をかけられたりしても相手にしてはいけません。
・ 事故や困ったことが起きたら、近くの家（ひなんの家）に助けを求めましょう。また、家の人
と警察や学校にも連絡しましょう。

映 画 館
ゲ ー ム 場
パ チ ン コ 店
へ の 立 入 り

・映画は、内容をよく考えて、保護者の了解を得て鑑賞しましょう。
・ 映画館への入場は、外出時間内にしましょう（演劇、コンサートなどもこれに準じます）。ただし、
保護者同伴の場合は除きます。

・パチンコ、ライブハウス等の立入りは、禁止とします。
・ ボウリング場およびバッティングセンター、ゲームコーナー（専門店・大型店等に併設されて
いるものも含む）、カラオケボックスは、保護者または保護者の依頼を得た責任の持てる成人
と同伴しましょう（高校生は許可があれば良い）。

ア ル バ イ ト ・ 小学生は禁止します。中学生、高校生は保護者の同意を得た上で学校に届けて従事しましょう（新聞配達も同じです）。
飲 食 店 へ の
立 入 り

・小学生は、保護者または責任の持てる成人と同伴しましょう。
・中学生は、食堂以外（喫茶店等）は保護者と同伴しましょう。

薬 物 ・シンナー、有機溶剤、そのほか危険な薬物は、絶対に使用しないこと。
ス キ ー
ス ケ ー ト
そ り 遊 び

・川や湖沼などの危険な場所では、スケートをしたり遊んだりするのはやめましょう。
・スキー、スケート場の注意事項を守りましょう。
・そり遊びをするときは、絶対に道路に向かって滑ってはいけません。

釣 り ・危険な釣り場への立入りおよび早朝・夜間の釣りは禁止とします。・保護者の依頼を得た責任の持てる成人と同伴しましょう。

交 通 安 全

・道路上では絶対に遊ばないようにしましょう。
・ 冬季期間中は、危険なので自転車には乗らないこと。また、オートバイ、自動車を動かすこと
は絶対にしてはいけません。

・雪山のかげから絶対に飛び出さないようにしましょう。

そ の 他

・大型店、商店などで疑惑を招くような行動は取らないようにしましょう。
・ゆすり、たかり、暴行などの被害を受けた場合は、下記の連絡先に連絡しましょう。
・ 指導センター職員や青少年健全育成委員に注意をされた場合は素直に従いましょう。また、要
求があったときは身分証明書や生徒手帳を提示しましょう（中学生・高校生）。

・ 携帯電話やスマートフォン、その他インターネットを利用する電子通信機器でのトラブルが多
発していますので、トラブルを起こさない、また、トラブルに巻き込まれないように十分注意
し、家庭で決めたルールを守りましょう。

・ テレビの見すぎ、ゲームのやりすぎに十分注意し、アウトメディアとノーゲームデ―の実行を
心がけましょう。

連 絡 先

厚真中央小学校
上 厚 真 小 学 校
厚 真 中 学 校
厚 南 中 学 校
厚 真 高 校
町 教 育 委 員 会

☎27-2432
☎28-3560
☎27-2439
☎28-2763
☎27-2069
☎27-2495

苫小牧警察署厚真駐在所
苫小牧警察署上厚真駐在所
苫小牧市少年指導センター 
苫 小 牧 警 察 署

☎27-2510
☎28-2014
☎0144-32-6148
☎0144-35-0110
  （または110番）

※番号を生徒手帳等に記入しておきましょう！
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